
 

 

 

 

2025 年４月 11 日 

各   位 

 会 社 名 株 式 会 社   昴 

代表者名 

証券コード 

代表取締役社長 西村 秋 

９７７８ 東証スタンダード 

問合せ先 管理部長  福盛 知篤 

電話番号 ０９９－２２７－９５０５ 

 

 

特別損失の計上及び通期業績予想値と実績値との差異に関するお知らせ 

 

 

当社は2025年 2月期（2024年 3月 1日～2025年 2月 28日）において下記のとおり特別損失を計上いたしました。 

また、2024年4月12日に公表いたしました2025年2月期通業績予想と、本日公表の実績値に差異が生じましたので、 

下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

１．特別損失の計上について 

 「固定資産の減損に係る会計基準」に基づき、当社は、キャッシュ・フローを生み出す最小単位として教室を基本単位 

とし、また遊休資産等については物件単位毎にグルーピングしております。 

 このたび、将来キャッシュ・フローの見積りにおいて、一部の教室において地価の下落及び生徒数が前年を下回ったこと 

により営業活動による損益が継続してマイナスとなる見積りとなったことから、土地及び建物等について47百万円の減損 

損失を特別損失として計上いたしました。 

 

２．通期業績予想値と実績値の差異について 

（1）2025年 2月期 通期業績予想値と実績値との差異（2024年 3月1日～2025年 2月28日）                        

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

1株当たり 

当期純利益 

 

前回発表予想（A） 

百万円 

3,729 

百万円 

258 

百万円 

270 

百万円 

167 

円銭 

283.27 

実績値（B） 3,450 93 107 57 98.03 

増減額（B-A） △279 △165 △163 △110  

増減率（％） △7.5 △64.0 △60.4 △65.9  

(ご参考)前期実績 

(2024年 2月期) 
3,530 144 160 36 60.98 

 

（2）差異の主な理由 

  物価高騰による値上げが一層進展する中、消費抑制意識の高まりが持続しております。その中で難関校や公立トップ

校への受験ニーズは一定としてあるものの、全体としては少子化による公立高校の定員割れの影響もあり、入学者数と

しては前年をやや下回る結果となりました。一方、休学者数を押さえることで全体の生徒数増減としては昨年比プラス

となったものの、期首からの生徒数目標差を埋められず、予測値を下回る結果となりました。 

  

以 上 


